
学
力
：
年
収
多
い
世
帯
の
子
供
ほ

ど
高
い
傾
向
…
文
科
省
委
託
研
究

年
収
２
０
０
万
円
台
の
世
帯
と

１
２
０
０
万
円
以
上
の
世
帯
で
は
、

昨
年
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
の
平
均

正
答
率
（
小
６
国
語
Ｂ
、
算
数
Ｂ
）

に
約
２
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
差
が

あ
る
こ
と
が
、
文
部
科
学
省
の
委

託
調
査
で
分
か
っ
た
。

文
科
省
の
委
託
を
受
け
た
耳
塚

寛
明
・
お
茶
の
水
女
子
大
教
授
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
昨
年
１
２

月
～
今
年
２
月
に
全
国
の
５
政
令

市
の
小
学
校
１
０
０
校
を
対
象
に

保
護
者
約
５
８
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
し
、
昨
年
４
月
の
テ
ス
ト
結
果

と
の
関
係
を
調
べ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
基
礎
問
題

（
Ａ
）
と
活
用
問
題
（
Ｂ
）
の
い

ず
れ
も
、
年
収
が
高
い
世
帯
の
子

供
ほ
ど
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
あ
っ

た
。
最
も
差
が
つ
い
た
の
は
算
数

Ｂ
で
、
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

は
４
２
．
６
％
、
２
０
０
万
円
台

は
４
５
．
７
％
に
対
し
、
１
２
０

０
万
円
以
上
１
５
０
０
万
円
未
満

は
６
５
．
９
％
、
１
５
０
０
万
円

以
上
も
６
５
．
６
％
に
達
し
た
。

塾
や
習
い
事
な
ど
学
校
外
教
育

へ
の
支
出
額
と
学
力
に
も
相
関
が

あ
り
、
全
く
支
出
の
な
い
世
帯
は
、

月
５
万
円
以
上
支
出
す
る
世
帯
と

比
較
し
て
正
答
率
が
２
３
～
２
７

ポ
イ
ン
ト
低
か
っ
た
。

ま
た
、
親
自
身
の
普
段
の
行
動

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
高
学
力
層
で

は
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
行
く
」
「
お
菓
子
を
手
作
り

す
る
」
な
ど
の
回
答
割
合
が
高
く
、

低
学
力
層
で
は
「
パ
チ
ン
コ
・
競

馬
・
競
輪
に
行
く
」
「
カ
ラ
オ
ケ

に
行
く
」
な
ど
の
回
答
割
合
が
高

か
っ
た
。

耳
塚
教
授
は
「
家
計
だ
け
が
学

力
を
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

影
響
力
は
相
当
大
き
い
」
と
分
析

す
る
。

人
が
「
国
家
の
宝
」
基
本
で
す
。

国
家
は
国
民
の
質
、
水
準
で
す
。

格
差
社
会
の
固
定
化
は
、
ひ
孫
、

末
代
ま
で
年
収2

0
0

万
円
以
下
。

私
は
米
国
の
よ
う
な
国
に
住
み

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
文
化
が

花
開
い
た
豊
か
な
時
代
が
日
本
の

歴
史
に
あ
り
ま
す
。

我
が
街
も
、
明
日
は
地
方
の
ス

ラ
ム
街
で
す
。
冗
談
で
は
済
ま
さ

れ
ま
せ
ん
。

与
党
に
権
力
の
私
物

化
・
奢
り
は
無
か
っ
た

か
。
先
に
「
我
が
党
で

あ
れ
ば
ブ
タ
で
も
投
票

す
る
」
と
コ
ラ
ム
に
書

い
た
。
上
か
ら
目
線
の

総
理
は
庶
民
に
百
害
を

も
た
ら
す
も
の
で
す
。

北
陸
新
幹
線
は
当
時

の
野
中
広
務
幹
事
長
か

ら
「
え
ひ
め
丸
事
件
」

で
の
詰
め
腹
や
、
地
元

に
は
無
惨
な
シ
ャ
ッ
タ
ー

街
を
創
出
し
た
。

私
は
当
時
上
京
し
て

も
石
川
県
民
と
、
本
当

に
恥
ず
か
し
く
名
乗
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

当
時
か
ら
官
僚
支
配
の
奢
り
体

質
を
与
党
は
克
服
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。
同
じ
穴
の
何
と
か
で
す

か
ら
言
え
る
立
場
に
な
い
。
そ
も

そ
も
能
力
は
、
財
務
官
僚
に
見
抜

か
れ
て
い
た
の
で
す
。

関
ヶ
原
・
開
国
・
敗
戦
・
今
回

の
市
民
革
命
、
日
本
の
歴
史
を
皆

さ
ん
と
共
に
同
時
代
に
立
ち
会
う

こ
と
が
出
来
て
感
謝
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
激
動
の
世
界
史
、
東

ア
ジ
ア
の

日
本
が
、

急
が
れ
ま

す
。中

国
の

ポ
チ
は
も

う
結
構
だ
。
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民
主
党
の
鳩
山
由
紀
夫
代
表
は

８
月
27
日
付
の
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
（
電
子
版
）
な
ど

に
「
日
本
の
新
し
い
道
」
と
題
す

る
論
文
を
寄
稿
し
た
。
鳩
山
氏
は

「
友
愛
の
概
念
か

ら
生
ま
れ
る
国
家

目
標
は
東
ア
ジ
ア

共
同
体
の
創
造
だ
」
と
し
た
う
え

で
、
地
域
通
貨
の
統
合
を
目
指
す

考
え
を
強
調
し
た
。

こ
れ
に
対

し
て
基
軸
通
貨
の
危
機
米
国
は
、

あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
抗
す
る
だ
ろ

う
。
（
自
演
）
日
本
の
９
・
11
は

当
然
、
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
建
国
以
来
、
あ
の
国
は
こ

れ
か
ら
も
、
ヤ
ク
ザ
以
上
の
暴
力
、

血
に
汚
れ
た
男
達
の
国
だ
。

こ
れ
ま
で
、
鳩
山
氏
は
外
交
・

安
全
保
障
政
策
を
巡
っ
て
発
言
が

揺
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
米
間

で
核
兵
器
搭
載
の
米
艦
船
の
寄
港

を
黙
認
す
る
密
約
を
交
わ
し
た
と

さ
れ
る
問
題
。
７
月
に
は
密
約
に

一
定
の
理
解
を
示
す
発
言
を
し
た

の
に
、
約
１
か
月
後
の
テ
レ
ビ
番

組
で
、
核
の
持
ち
込
み
を
「
な
く

さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
語
り
、

日
本
政
府
の
対
応
を
見
直
す

考
え
を
表
明
。
非
核
三
原
則

の
法
制
化
に
関
し
て
も
当
初

の
慎
重
姿
勢
が
後
退
の
「
検
討
」

に
変
わ
っ
た
。

し
か
し
、
な
ん

と
し
て
も
後
三
年
、
国
家
の
た
め

小
沢
氏
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。


